土地の選定理由書

申請者　住所

氏名

第１種、第２種農地の転用審査に際しては、『申請に係る農地に代えて、周辺の他の土地で事業の目的が達成することが出来る場合には、原則として許可できない』という法規制があり、位置的代替性の有無を審査する必要があります。
候補地は複数選定し、必ず宅地等異種地目、第３種農地のいずれかを入れてください。

１．当該申請事業に係る候補地エリアの選定、必要な土地の条件等









２．上記条件と満たす他の土地との比較検討











３．当該申請土地の状況




土地の選定理由書記入例


申請者　住所

氏名

第１種、第２種農地の転用審査に際しては、『申請に係る農地に代えて、周辺の他の土地で事業の目的が達成することが出来る場合には、原則として許可できない』という法規制があり、位置的代替性の有無を審査する必要があります。
候補地は複数選定し、必ず宅地等異種地目、第３種農地のいずれかを入れてください。

１．当該申請事業に係る候補地エリアの選定、必要な土地の条件等

　自身の経営する建築事業に必要な資材置場の造成を行うため、大河原町○○地区を候補地エリアとして選定した。
　候補地の選定条件は次のとおり
　　　①面　　積　　○○の用途に供するため●●㎡程度の土地
　　　②土地形状　　南側に障害物がなく、傾斜のない土地
　　　③接　　道　　安全な出入りを確保できる幅員○ｍ以上の公衆用道路に接している土地
　　　④位　　置　　騒音等対策として住宅が少ない土地

２．上記条件と満たす他の土地との比較検討

　候補地１（字○○9999番地）は農地以外の土地であるが、所有者に利用計画があり、候補地から外れた。　
　　
　　候補地２（字○○3000番地、3001番地）は農地であり、所有者が農業経営を継続するため候補地から外れた。
　　
　　候補地３
　　・
　　・
　　
３．当該申請土地の状況

　申請地（字○○1234番地）は農地であるが、現在、休耕地となっており、当面耕作の見通しがないこと、周辺農地への支障が無いことから候補地として選定した。
